
児童発達支援・放課後等デイサービス

ほっぷ・すてっぷ滑川
作成日　　2024年12月20日

送迎実施の有無 あり

健康・生活

運動・感覚

認知・行動

言語

コミュニケーション

人間関係

社会性

移行支援
・利用開始時等に関係者会議に参加し、情報共有を行います。

・定期的に学校や保育園の様子を見学訪問してます。

職員の質の向上
・外部研修会に積極的に参加します。

・定期的に内部研修や事例検討会を実施します。

法人（事業所）理念

支援方針

営業時間

事業所名

利用者一人ひとりと真摯に向き合い、真に喜んでいただくためのサービスを提供し続けることで社会貢献していくこと

①楽しむこと！！

『楽しいからもっとやってみたい』など楽しむことで自発的なエネルギー（好奇心や向上心）を引き出し、お子様の可能性を最大限広げます。

支援プログラム

交流活動会

平日・土曜日　10：00～12：00

・保護者と連携し生活リズムを整え、健康にすごせるように取り組みます。

・身辺自立（着替え、準備など）は、年齢や状況に応じ保護者や関係機関の情報を得て自立に向けた取り組みを行います。

・物や状況に合わせた体や手先の使い方を活動のなかに取り入れ、生活に必要な基本的技能の向上を促します。

・地域の公共施設を利用し、地域資源を活用します。

・学校や関係機関と連絡を取り合い、情報共有を図ります。

家族支援

地域支援・地域連携

主な行事等

支援内容

本

人

支

援

・日常生活に必要な動作の基本となる姿勢保持や運動・動作の改善および習得、筋力の維持向上を図ります。

・お子様の状況に合わせた運動遊びの中に、粗大運動（意識して体を動かすこと）を取り入れることによって、感覚（視覚、聴

　覚、触覚、バランス感覚など）を総合的に活用することで身体能力の向上を促します。

・活動プログラムを視覚的に示し、見通しを持ち、自発的に行動できるように環境設定を行います。

・成功体験が積めるように支援することで、「できた！」「もっとやってみたい！」などの自発的な行動を引き出します。

・言葉や表現方法（発声や身振りなど）を指導員が受け止め応答することにより、より「伝えたい」という気持ちを引き出します。

・自由遊びを含むプログラム場面で、望ましくない言動があった場合、その都度正しい言動を伝え、繰り返し丁寧に関わっていきます。

・指導員との関係性を基盤として、周りの状況にも気づき周囲への興味、関心を高めます。

・お子様の特徴を理解し、一人ひとりに合わせた声がけや行動への支援を行う中で気持ちや感情のコントロールができるように支援します。

・集団遊びの中で、ルールや順番の理解など周囲の状況に応じた行動がとれるように支援します。

・活動の様子を送迎時にお伝えさせていただきます。

・関係者、関係機関との連携による支援体制を構築します。


